
                        

             
杉
山
峠
（
御
殿
峠
） 

こ
の
峠
道
は
、
縄
文
、
弥
生
、
古
墳
時

代
か
ら
生
活
の
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

た
。
特
に
古
墳
時
代
の
八
王
子
で
は
、
須

恵
器
作
り
の
窯
が
作
ら
れ
、
丈
夫
な
壺
な

ど
が
日
本
海
ま
で
運
ば
れ
て
行
っ
た
。
中

世
に
は
、
交
通
の
発
達
で
都
市
と
農
村
と

の
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
峠
を
越
え
て
馬

借
や
車
借
で
生
活
物
資
を
運
ん
で
い
た
。

近
世
に
は
、
江
戸
城
築
城
に
伴
い
、
材
木

や
石
灰
な
ど
が
運
ば
れ
、
さ
ら
に
横
浜
開

港
後
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
生
糸
を

運
ぶ
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、

長
閑
で
平
和
な
こ
の
峠
も
戦
の
道
と
し
て

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

古
代
に
は
日
本
武
尊
が
東
方
征
伐
の
た
め

兵
士
を
引
き
連
れ
こ
の
峠
を
越
え
た
と
も

い
う
。
ま
た
、
源
平
、
南
北
朝
動
乱
、
そ

し
て
戦
国
期
に
は
、
武
田
と
後
北
条
、
豊

臣
と
後
北
条
の
戦
も
あ
っ
た
。
明
治
に
入

り
、
自
由
民
権
運
動
や
困
民
党
事
件
で
は
、

指
導
者
や
農
民
ら
が
こ
の
峠
に
集
結
し
た
。

さ
ら
に
日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
、
太
平
洋

戦
争
で
は
、
兵
士
を
送
り
出
す
峠
で
も
あ

っ
た
。
そ
し
て
米
軍
の
Ｂ
２９
爆
撃
機
に
よ

る
八
王
子
の
空
襲
で
は
、
火
の
海
に
な
っ

て
燃
え
盛
る
八
王
子
の
町
を
大
勢
の
人
達

が
見
守
っ
て
い
た
の
も
こ
の
峠
で
あ
っ
た
。 

峠
の
地
名
は
、
杉
山
峠
か
ら
御
殿
峠
へ

改
称
さ
れ
、
新
し
く
な
っ
た
国
道
十
六
号

線
（
横
浜
街
道
）
の
新
御
殿
峠
は
現
在
も

っ
と
も
交
通
量
の
多
い
道
路
と
な
っ
て
い

る
。
旧
御
殿
峠
は
、
今
は
山
頂
に
わ
ず
か

な
痕
跡
を
残
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。 

絹の道へ続く御殿峠（鎌倉古道） 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相
原
駅
か
ら
町
田
街
道
、

鎌
倉
古
道
か
ら
御
殿
峠
、
東
京
工
科
大

学
ま
で
の
凡
そ
四
㎞
強
の
行
程
で
あ
る
。 

相
原
駅
東
口
か
ら
町
田
街
道
に
出
て
、

八
王
子
バ
イ
パ
ス
を
過
ぎ
清
水
寺
へ
。

観
音
堂
、
鐘
楼
の
彫
刻
が
見
事
で
、
境

内
に
は
、「
青
木
得
庵
種
痘
普
及
為
記
念
」

の
碑
や
ジ
ェ
ン
ナ
ー
、
近
藤
勇
の
祖
父

三
助
の
碑
な
ど
が
あ
る
。
バ
イ
パ
ス
に

戻
り
、
脇
道
を
鎌
倉
古
道
へ
と
歩
く
。

途
中
、
稲
荷
社
に
参
拝
し
、
子
安
地
蔵

の
あ
る
瑞
光
山
道
林
寺
に
着
く
。
寺
宝

の
千
手
観
音
が
素
晴
ら
し
い
。
寺
の
横

を
登
っ
て
鎌
倉
古
道
（
御
殿
峠
古
道
）

へ
と
入
る
。
む
か
し
道
を
辿
り
、
都
立

多
摩
丘
陵
自
然
公
園
の
石
碑
と
結
婚
式

場
の
日
本
閣
へ
。
次
に
茶
道
研
修
所
の

「
愛
治
庵
」
が
あ
る
山
野
美
容
芸
術
短

期
大
学
を
見
て
、
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
詩

碑
や
コ
ッ
ク
ス
親
子
の
記
念
碑
が
あ
る

多
摩
養
育
園
へ
。
そ
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
が

見
事
な
東
京
工
科
大
学
を
見
学
し
解
散
。 

●
相
原
の
由
来 

そ
の
昔
、
こ
の
地
一
帯
の
原
野
に
は
藍

染
の
草
が
繁
り
、
旅
人
達
は
「
藍
の
原
」

と
言
い
伝
え
た
と
い
う
。
縄
文
晩
期
の
頃

か
ら
農
耕
文
化
が
進
み
、
藍
草
は
刈
り
取

ら
れ
、
粟
、
麦
、
稲
等
の
穀
物
が
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

古
く
は
粟
飯
原
と
も
表
記
し
、
平
安
時

代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
武
蔵
国

多
摩
郡
を
拠
点
に
割
拠
し
た
武
士
団
「
横

山
党
」
の
う
ち
粟
飯
原
氏
の
地
と
さ
れ
る
。

こ
の
時
代
、
氏
の
名
が
土
地
名
と
し
て
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

源
氏
が
滅
び
、
北
条
時
代
に
な
っ
た
頃
、

相
模
の
国
の
原
で
あ
る
と
こ
か
ら
「
相
原
」 

と
改
称
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
相
原

は
神
奈
川
県
に
属
し
た
が
、
そ
の
後
明
治

二
十
六
年
、
三
多
摩
郡
は
神
奈
川
県
か
ら

東
京
府
管
下
に
な
っ
た
。
現
在
は
町
田
市

に
属
し
て
い
る
。 

  

①
横
浜
線
相
原
駅 

 

横
浜
線
は
、
横
浜
鉄
道
株
式
会
社
に
よ

り
建
設
さ
れ
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
○

八
）
九
月
、
東
神
奈
川
と
八
王
子
間
四
十

二
、
六
㎞
が
開
通
し
た
。
そ
の
後
、
大
正

六
年
国
有
鉄
道
に
買
収
さ
れ
、
現
在
の
Ｊ

Ｒ
東
日
本
会
社
に
移
っ
た
。
通
称
「
浜
線
」

と
呼
ば
れ
、
横
浜
鉄
道
の
路
線
を
受
け
継

い
で
い
る
。 

 

相
原
駅
も
人
口
増
加
と
共
に
利
用
者
が

増
え
、
近
代
的
な
駅
舎
に
変
わ
っ
て
い
る
。 

 

JR 相模原駅 
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②
瑞
石
山

清
水
寺

せ

い

す

い

じ 町
田
市
相
原
七
〇
一 

臨
済
宗
清
水
寺
の
創
建
は
寛
永
元
年

（
一
六
二
四
）
で
あ
る
ら
し
い
が
、
幕
末

に
当
時
の
名
主
で
あ
っ
た
青
木
易
道
を
中

心
と
し
た
村
民
の
手
で
整
備
さ
れ
た
。 

徳
川
十
一
代
将
軍
家
斉
の
頃
、
大
奥
の

御
中
﨟
が
宿
下
が
り
と
な
り
、
青
木
家
に

身
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
の
後
本
堂
を
再
建

し
、
清
水
寺
庵
主
と
し
て
仏
に
つ
か
え
、

徳
川
代
々
の
霊
の
供
養
に
精
進
し
た
。 

そ
の
関
係
な
の
か
境
内
の
建
物
に
は
三

つ
葉
葵
の
紋
が
配
さ
れ
て
い
る
。 

          

●
観
音
堂 

観
音
堂
は
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
と

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
再
建
さ
れ
た
。 

正
面
の
向
拝
は
み
ご
と
な
龍
が
彫
刻
さ

れ
、
堂
本
体
と
の
つ
な
ぎ
も
雲
龍
の
丸
彫

に
な
っ
て
い
る
。
堂
の
外
廻
り
の
龍
や
獏

（
ば
く
）
の
彫
刻
も
み
ご
と
で
あ
る
。 

こ
の
観
音
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
観
音

像
は
相
原
観
音
ま
た
は
、
旧
地
名
が
坂
下

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
坂
下
観
音
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
。
町
田
市
の
有
形
文
化
財
で
あ
る
。 

            

                       

藍原氏館跡比定地 

観 音 堂  

清水寺にある徳川紋 

見事な彫刻 
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●
鐘
楼 

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
の
再
建
。 

こ
の
鐘
楼
も
木
鼻
を
獅
子
鼻
と
し
、
琵

琶
板
と
支
輪
に
朱
雀
、
青
龍
、
玄
武
の
彫

刻
が
施
さ
れ
て
お
り
み
ご
と
で
あ
る
。
鐘

は
約
七
十
二
㎝
。
町
田
市
の
有
形
文
化
財

と
な
っ
て
い
る
。 

               

●
水
屋 

水
鉢
に
は
「
天
保□

酉
」
と
刻
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

頃
の
作
と
思
わ
れ
る
。 

こ
の
水
屋
も
、
頭
貫
を
虹
梁
形
に
し
て

獅
子
鼻
を
だ
し
、
中
備
に
松
と
人
物
、
梁

行
に
龍
、
妻
飾
に
鳳
凰
、
菊
水
な
ど
の
彫

刻
が
あ
る
。
屋
根
は
銅
板
葺
で
あ
る
が
、

も
と
は
柿
葺
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
ち
ら
も
町
田
市
の
有
形
文
化
財
。 

             

●
善

ジ
ェ
ン

寧
児

ナ

ー

先
生
の
碑 

イ
ギ
リ
ス
の
医
学
者
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・

ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
こ
と
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ

ェ
ン
ナ
ー
は
種
痘
を
考
え
出
し
た
人
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
天
然
痘
の
被
害
が
劇
的
に

減
り
、
一
九
八
〇
年
五
月
八
日
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
関
）
は
天
然
痘
の
根
絶
宣

言
を
し
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
江
戸

時
代
、
天
然
痘
は
最
も
恐
ろ
し
い
伝
染
病

の
一
つ
で
、
多
く
の
人
命
が
奪
わ
れ
た
。 

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
大
阪
で
は
適
々

斎
塾
を
開
い
て
い
た
緒
方
洪
庵
が
、
江
戸

で
は
伊
東
玄
朴
が
種
痘
の
実
験
に
成
功
し

た
。
玄
朴
は
幕
府
の
許
可
を
得
て
神
田
お

玉
ヶ
池
に
種
痘
所
を
開
設
し
た
。
後
に
こ

こ
が
幕
府
の
西
洋
医
学
所
と
な
り
、
緒
方

洪
庵
が
呼
ば
れ
て
頭
取
と
な
っ
た
。
東
大

医
学
部
の
前
身
で
あ
る
。 

 

青
木
得
庵
は
漢
方
医
太
田
覚
庵
に
医
学

を
学
ん
だ
後
、
牛
痘
接
種
に
よ
る
天
然
痘

予
防
術
を
学
び
痘
苗
を
持
ち
帰
っ
た
。
そ

し
て
痘
苗
を
末
子
桃
吉
に
接
種
し
実
験
し

た
。
人
々
の
間
で
は
「
疱
瘡
の
牛
の
膿
を

水 屋 

鐘 楼 
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植
え
る
の
だ
、
牛
に
な
る
」
な
ど
と
流
言

が
飛
び
交
い
そ
の
苦
心
は
一
通
り
で
は
な

か
っ
た
。 

得
庵
は
多
摩
、
津
久
井
、
高
座
、
愛
甲

郡
な
ど
の
農
民
に
対
し
、
天
然
痘
の
予
防

に
は
種
痘
が
ど
ん
な
に
必
要
か
を
、
ね
ば

り
強
く
説
い
て
ま
わ
り
広
め
て
い
っ
た
。 

 

清
水
寺
の
境
内
、
観
音
堂
の
隣
に
は
イ

ギ
リ
ス
人
善
寧
児
（
ジ
ェ
ン
ナ
ー
）
の
功

績
を
称
え
、
ま
た
得
庵
の
霊
を
慰
め
る
た

め
明
治
二
十
五
年
「
善
寧
児
先
生
碑
」
が

得
庵
の
妻
喜
代
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。

石
碑
の
背
面
に
「
青
木
得
庵
種
痘
普
及
為

記
念
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

         

●
近
藤
先
生
の
碑 

天
然
理
心
琉
の
近
藤
三
助
の
死
後
、
七

回
忌
の
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
世
話

に
な
っ
た
門
人
達
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。 

境
内
に
は
立
派
な
宝
篋
印
塔
が
あ
る
。 

●
近
藤
三
助

方み

ち

昌ま

さ 
 

天
然
理
心
流
の
二
代
目
を
継
い
だ
三 

助
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
多
摩
郡 

戸
吹
村
の
名
主
坂
本
戸
右
衛
門
の
長
男
と 

し
て
生
ま
れ
た
。 

 

創
始
者
近
藤
内
蔵
之
助
は
、
死
に
際
に 

気
合
術
の
奥
義
を
三
助
に
授
け
た
と
い
わ 

れ
て
い
る
。
剣
、
柔
、
棍
、
気
の
四
つ
の 

法
を
継
承
し
た
唯
一
の
人
で
あ
っ
た
。
こ 

の
気
術
は
三
助
の
急
逝
に
よ
り
、
次
代
に 

受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
。
後
に
剣
、
柔
、 

棍
の
三
術
は
、
三
助
の
信
頼
も
厚
か
っ
た
、 

増
田
（
三
沢
）
蔵
六
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ 

て
い
る
。
三
助
は
、
戸
吹
の
自
宅
に
道
場 

を
構
え
な
が
ら
、
八
王
子
を
中
心
に
多
摩 

郡
、
相
州
津
久
井
郡
、
高
座
郡
、
愛
甲
郡
、 

甲
州
北
都
留
郡
に
も
稽
古
に
出
向
い
て
い 

た
よ
う
だ
。
江
戸
に
も
道
場
を
開
き
、
無 

敵
の
剣
豪
と
い
わ
れ
た
。
文
政
二
年
（
一 

八
一
九
）
、
相
原
村
の
指
南
中
急
病
で
亡
く 

な
っ
た
。
四
十
六
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。 

墓
は
、
八
王
子
市
戸
吹
町
の
桂
福
寺
に
あ 

る
。 

青木
　勘次郎

創始 二代 三代 四代 五代
近藤 近藤
内蔵之助 　勇五郎

佐藤
　彦五郎

松崎
和多五郎

松崎正作戸田角内

は千人同心

天然理心流
の系譜

桑原永助 島崎　一

沖田総司

富岡三八

近藤三助 近藤周助 近藤　勇

増田蔵六 原田忠司 原田亀蔵

善寧児先生碑 
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③
稲
荷
社 

町
田
市
相
原
五
四
九 

祭
神 

宇
迦
之
御
魂
命 

創
立 

天
和
年
間(

一
六
八
一
～
四)

伝
承 

昭
和
五
十
八
年
国
道
十
六
号
バ
イ
パ
ス

工
事
の
た
め
現
在
地
に
移
設
新
築
さ
れ
た
。

俗
称
宇
賀
稲
荷
と
も
い
う
。 

横
に
石
の
祠
が
二
つ
鎮
座
し
て
い
る
。 

明
治
四
十
五
年
と
大
正
二
年
に
建
立
し
た

も
の
で
あ
る
。 

             

                 

④
瑞
光
山

道
林
寺 

町
田
市
相
原
五
九
七
の
七
〇 

宗
派 

臨
済
宗
妙
心
寺
派 

開
山 

秀
外
宗
鼎
和
尚 

寺
宝 

千
手
観
世
音
菩
薩 

 
 

 

閻
魔
大
王
、
達
磨
大
師 

近藤三助の碑 宝篋印塔 宝篋印塔 

稲荷神社 

稲荷神社の祠 
宇迦之御魂命 
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元
々
は
、
赤
坂
一
ツ
木
村
に
お
い
て
端

龍
山
大
休
院
と
号
し
、
明
暦
元
年
に
現
在

の
東
京
都
新
宿
区
市
谷
富
久
町
に
あ
っ
た
。

天
保
四
年
に
法
号
を
道
林
寺
と
し
、
元
禄

十
五
年
に
瑞
光
山
道
林
寺
と
改
号
し
た
。

昭
和
二
十
年
の
空
襲
に
よ
り
堂
宇
及
び
伽

藍
を
消
失
し
、
昭
和
三
十
七
年
に
現
在
の

東
京
都
町
田
市
相
原
町
に
移
転
。
現
在
の

道
林
寺
は
、
住
宅
街
に
溶
け
込
む
様
な
佇

ま
い
。
以
下
、
ご
住
職
の
お
話
し
。 

 

「
茨
城
県
浪
方
郡
の
長
泉
寺
が
、
新
宿

区
四
谷
の
瑞
光
山
道
林
寺
に
移
っ
た
。
そ

し
て
、
現
在
の
地
に
移
っ
て
来
た
。
茨
城

の
長
泉
寺
の
開
基
が
藤
原
秀
郷
で
あ
っ
た

と
い
う
事
以
外
は
、
す
べ
て
不
明
で
あ
る
。
」 

 

寺
宝
の
他
に
日
光
菩
薩
、
月
光
菩
薩
、

十
二
神
将
な
ど
安
置
さ
れ
て
い
る
。
道
林

寺
入
口
に
は
子
守
地
蔵
が
あ
り
、
左
手
に

子
供
を
抱
い
て
い
る
の
が
珍
し
い
。
ま
た
、

古
い
子
安
地
蔵
の
写
真
が
堂
内
に
飾
ら
れ

て
い
る
。
入
口
の
子
安
地
蔵
は
近
年
の
も

の
で
あ
る
。 

  

                        

                        
昔の子安地蔵 瑞光山 道林寺全景 

道林寺内 千手観世音菩薩拡大 
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左 ：日光菩薩 
中央：薬師如来 
右 ：月光菩薩 

ダルマ大師 閻魔大王 

十二神将 

左 ：日光菩薩 
中央：薬師如来 
右 ：月光菩薩 

集められた野仏 
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⑤
御
殿
峠
古
道 

町
田
市
相
原 

国
道
十
六
号
線
が
相
原
町
か
ら
八
王
子

市
を
越
え
る
峠
を
御
殿
峠
と
呼
び
、
か
つ

て
は
杉
山
峠
と
言
わ
れ
て
い
た
。 

こ
の
峠
付
近
の
地
図
を
見
る
と
、
町
田

市
側
の
市
境
界
が
八
王
子
市
側
の
峠
付
近

ま
で
細
長
く
食
い
込
ん
で
い
て
奇
妙
に
感

じ
ら
れ
る
。
そ
の
細
長
く
峠
付
近
ま
で
延

び
て
い
る
市
境
界
の
中
央
に
昔
の
ま
ま
の

古
道
が
近
年
の
開
発
を
免
れ
、
奇
跡
的
に

残
さ
れ
て
い
る
。 

           

●
戦
国
武
将
が
駆
け
抜
け
た
道 

武
田
信
玄
が
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）

に
北
条
氏
照
の
立
て
籠
も
る
滝
山
城
を
攻

め
た
後
、
氏
照
が
小
田
原
城
を
目
指
し
て

越
え
て
行
っ
た
道
で
あ
り
、
ま
た
豊
臣
秀

吉
の
軍
隊
が
八
王
子
城
を
攻
め
る
時
、
越

え
て
来
た
道
で
も
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。 

  

●
堀
割
状
遺
構 

鎌
倉
街
道
の
跡
と
し
て
堀
割
状
遺
構
が

四
百
ｍ
ほ
ど
良
好
な
状
態
で
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
堀
の
よ
う
な
地
形
は
、
信
長
や

秀
吉
の
時
代
よ
り
古
い
道
の
跡
で
あ
る
。

峠
道
を
切
り
通
し
状
に
掘
り
、
ま
っ
す
ぐ

な
道
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

道
の
底
が
雨
水
な
ど
で
泥
濘
状
態
に
な
り
、

歩
き
づ
ら
く
な
っ
た
の
で
、
一
段
高
い
道

が
出
来
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

                 

●
絹
の
道 

こ
の
御
殿
峠
古
道
は
幕
末
の
頃
の
絹
の

道
で
も
あ
っ
た
。
一
般
に
多
摩
丘
陵
の
絹

の
道
は
、
こ
こ
よ
り
東
に
あ
る
鑓
水
峠
道

が
有
名
で
あ
る
が
、
共
に
二
つ
の
峠
道
は

絹
の
道
で
あ
り
、
鎌
倉
街
道
で
も
あ
っ
た
。 

絹の道へ続く御殿峠 

掘割状遺構が残る鎌倉古道 
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⑥
都
立
多
摩
丘
陵 

自
然
公
園
の
碑 

 

八
王
子
市
南
部
か
ら
日
野
市
・
多
摩
市

の
各
市
に
ま
た
が
る
多
摩
川
右
岸
の
な
だ

ら
か
な
丘
陵
地
帯
は
、
昭
和
二
十
五
年
十

一
月
二
十
三
日
に
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ

た
。
野
猿
峠
・
平
山
城
址
公
園
な
ど
、
か

つ
て
は
手
軽
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
だ
っ

た
が
、
今
で
は
宅
地
化
が
進
み
、
尾
根
道

が
分
断
、
旧
御
殿
峠
越
え
の
道
に
、
碑
だ

け
が
当
時
の
面
影
を
今
に
伝
え
て
い
る
。 

       

●
旧
御
殿
峠
越
え
の
道 

日
本
閣
の
横
か
ら
入
る
舗
装
道
路
は
旧

御
殿
峠
越
え
の
道
で
あ
る
。
国
道
十
六
号

線
が
出
来
る
前
の
峠
道
で
あ
り
、
本
来
の

古
道
が
通
っ
て
い
た
尾
根
を
削
り
取
り
、

切
り
通
し
に
造
っ
た
道
で
あ
る
。 

             

●
杉
山
峠
と
御
殿
峠 

現
在
の
峠
道
は
、
東
京
都
八
王
子
市

片
倉
町
と

町
田
市

相
原
町
の
境
に
あ
る
。

海
抜
百
九
十
ｍ
、
西
側
の
最
高
地
点
は
二

百
十
三
・
四
ｍ
、
国
道
十
六
号
線
を
い
う
。 

 

旧
道
は
、
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
、
武
蔵

名
勝
図
絵
に
は
「
杉
山
峠
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
峠
道
は
、
多
摩
丘
陵
越
え
の

道
と
し
て
、
縄
文
弥
生
時
代
か
ら
利
用
さ

れ
て
お
り
、
鎌
倉
道
と
し
て
も
使
わ
れ
て 

い
た
。
古
く
は
片
倉
村
車
石
か
ら
現
在
の 

国
道
十
六
号
線
を
横
切
り
、
尾
根
筋
を
南 

に
進
み
、
境
川
畔
を
下
っ
て
い
た
。
ま
た

幕
末
の
地
形
図
に
は
、
「
新
横
山
村
（
子

安
村
）
よ
り
片
倉
村 

杉
山
峠
を
経
て
厚

木
に
至
る
厚
木
往
還
」
と
あ
る
。 

 

杉
山
峠
の
由
来
は
、
武
蔵
名
勝
図
絵
に

「
相
州
小
田
原
辺
へ
の
街
道
に
て
（
中
略
）

往
古
は
嶺
上
に
杉
の
木
立
あ
る
ゆ
え
そ
の

名
あ
れ
ど
も
い
ま
は
芝
地 

山
は
な
い
」

と
あ
る
。
ま
た
御
殿
峠
の
由
来
に
つ
い
て

は
、
藍
原
孝
遠
（
粟
飯
原
氏
と
も
）
の
館

が
殿
丸
と
呼
ば
れ
る
峠
の
高
台
に
あ
っ
た

か
ら
と
の
説
。
明
治
天
皇
が
兎
狩
り
の
折
、

野
点
所
を
設
け
た
と
こ
ろ
か
ら
と
の
説
。

ま
た
、
お
浜
御
殿
が
橋
本
宿
の
上
り
口
に

あ
っ
た
こ
と
か
ら
な
ど
等
諸
説
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
明
確
で
は
な
い
。

従
っ
て
、
杉
山
峠
の
呼
び
名
の
方
が
古
く

か
ら
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推

察
で
き
る
。 

都立多摩丘陵 
自然公園の碑 

旧御殿峠の道 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AB%E7%8E%8B%E5%AD%90%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AB%E7%8E%8B%E5%AD%90%E5%B8%82
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●
御
殿
峠
大
結
集 

 
 

 
 

 

武
蔵
困
民
党
結
成
へ 

 

武
相
困
民
党
は
数
か
村
の
連
帯
で
大

衆
動
員
を
行
い
、
運
動
は
相
州
北
部
に
波

及
し
た
。
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
八

月
十
日
御
殿
峠
で
約
五
千
名
の
大
集
会
を

開
い
た
。
こ
れ
が
困
民
党
の
御
殿
峠
大
結

集
で
あ
る
。
二
百
人
以
上
が
八
王
子
警
察

署
に
引
致
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
自
由
党
員

が
債
権
者
と
困
民
党
と
の
仲
裁
に
入
っ
た

が
、
九
月
に
は
負
債
農
民
が
八
王
子
署
に

乱
入
す
る
事
件
も
発
生
し
た
。
さ
ら
に
十

一
月
十
九
日
、
武
蔵
国
南
・
西
・
北
多
摩

三
郡
、
都
筑
、
橘
樹
五
郡
、
相
模
国
高
座

の
愛
甲
二
郡
の
計
七
郡
三
百
余
村
が
加
盟

し
て
武
相
今
明
党
が
結
成
さ
れ
た
。
借
金

返
済
期
間
延
長
、
利
子
減
免
等
を
目
的
と

し
て
、
明
治
十
八
年
ま
で
各
地
で
騒
動
を

繰
り
返
し
た
。
や
が
て
、
神
奈
川
県
が
解

散
命
令
を
出
し
、
八
王
子
警
察
が
出
動
し

て
指
導
者
を
逮
捕
し
た
た
め
壊
滅
し
て
い

っ
た
。 

八
王
子
地
域
の
指
導
者
と
し
て
は
、
谷

野
村
の
須
長
漣
造
、
内
田
太
一
、
館
村
の

杢
代
軍
蔵
ら
が
い
た
。 

                     

●
困
民
党
発
生
背
景 

 

薩
摩
藩
出
身
の
松
方
正
義
が
大
蔵
卿

に
就
任
し
、
デ
フ
レ
政
策
を
強
行
し
た
こ

と
に
よ
り
、
全
国
農
村
漁
民
が
生
産
す
る

物
価
が
下
落
し
、
収
入
は
大
き
く
減
少
し

た
。
実
質
上
増
税
と
な
り
、
生
活
は
非
常

に
苦
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
明
治
十
六
年
（
一

八
八
三
）
の
世
界
恐
慌
が
始
ま
り
、
日
本

の
貿
易
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
生
糸

の
輸
出
減
少
の
影
響
で
、
養
蚕
農
家
を
襲

っ
た
貧
困
は
、
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。 

農
民
は
、
土
地
を
手
放
し
た
り
、
高
利

貸
営
業
者
か
ら
借
金
し
、
法
外
な
利
子
率

の
引
上
げ
で
身
代
限
り
と
な
る
者
も
出
た
。 

松
方
財
政
の
デ
フ
レ
政
策
に
よ
り
全
国

農
漁
村
に
発
生
し
た
負
債
農
民
集
団
は
、

困
民
党
、
借
金
党
、
貧
窮
党
な
ど
と
呼
ば

れ
た
。
や
が
て
公
官
庁
な
ど
を
襲
撃
す
る

と
い
う
事
件
に
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

因
み
に
、
八
王
子
周
辺
で
は
、
武
相
困
民

党
、
秩
父
困
民
党
な
ど
が
あ
る
。 

 

御 殿 峠 御殿峠全景 御殿峠近くの谷戸道 
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●
松
方
財
政
政
策 

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
の
政
変
で

松
方
正
義
が
大
蔵
卿
に
就
任
し
た
。
就
任

直
前
の
日
本
経
済
は
、
西
南
戦
争
に
よ
る

通
貨
の
増
発
（
国
家
予
算
一
年
分
相
当
）

な
ど
に
よ
っ
て
貨
幣
価
値
が
下
落
し
物
価

は
高
騰
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
脱
却
と
国
家
財
源
の
確
保 

の
為
の
政
策
を
打
ち
出
し
た
。 

              

松
方
大
蔵
卿
の
財
政 

 

・
紙
幣
整
理
事
業 

日
本
銀
行
の
創
設
と
兌
換(

だ
か
ん)

銀

行
券
の
発
行 

 ・
殖
産
興
業
政
策
の
転
換 

政
商
へ
の
官
業
払
下
げ
と
重
点
的
保
護

政
策 

 ・
緊
縮
財
政
と
増
税
の
断
行 

 

・
軍
備
拡
張
政
策 

 
以
上
の
政
策
に
よ
り
税
収
の
増
加
と
輸

出
の
増
大
も
あ
っ
て
銀
の
保
有
高
が
増
え

た
。
そ
こ
で
政
府
は
日
本
銀
行
を
設
立
し
、

兌
換
紙
幣
を
発
行
し
、
巷
に
あ
る
旧
紙
幣

を
回
収
し
て
い
っ
た
。
松
方
財
政
は
外
国

か
ら
の
借
入
金
を
せ
ず
に
増
税
を
強
引
に

進
め
、
紙
幣
の
整
理
を
行
っ
た
。
そ
し
て

兌
換
制
度
を
作
り
、
紙
幣
の
価
値
を
安
定

さ
せ
デ
フ
レ
政
策
を
強
行
し
た
。 

 

⑦
八
王
子
日
本
閣 

町
田
市
相
原
町
一
〇
〇
八 

御
殿
山
の
峠
の
ほ
ど
近
く
に
あ
る
結
婚

式
場
。
自
然
の
景
観
を
そ
の
ま
ま
活
か

し
た
庭
園
に
面
し
て
、
日
本
閣
御
殿
山

店
が
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
年 

 

九
月
開
業
。 

                

松方正義大蔵卿政治家の頃 

日 本 閣 教 会 
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●
バ
ー
ジ
ン
チ
ャ
ペ
ル 

 

ベ
ル
サ
イ
ユ
の
庭
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
水

景
と
華
や
か
な
植
栽
が
迎
え
て
く
れ
る
。

結
婚
の
場
に
相
応
し
い
静
謐
な
空
間
と
大

切
な
ゲ
ス
ト
が
集
う
誓
い
の
場
で
あ
る
。

庭
園
を
三
百
六
十
度
見
渡
せ
る
ア
ク
ア
ソ

レ
イ
ユ
は
、
都
内
で
も
希
な
全
天
候
型
ガ

ー
デ
ン
チ
ャ
ペ
ル
と
な
っ
て
い
る
。 

              

●
上
善
の
滝 

 

御
殿
山
の
山
頂
か
ら
流
れ
落
ち
る
滝
。

汲
み
上
げ
式
で
は
あ
る
が
、
雄
滝
が
十
五

ｍ
、
雌
滝
が
十
ｍ
。
毎
秒
六
ト
ン
の
水
流

が
あ
り
、
圧
巻
で
あ
る
。 

                  

●
五
重
塔 

 

滝
を
見
下
ろ
す
場
所
に
立
つ
五
重
塔
は
、

諏
訪
の
宮
大
工
の
矢
崎
今
朝
利
氏
の
建
造
。

曲
尺
一
本
で
木
を
刻
む
と
こ
ろ
か
ら
五
年

の
歳
月
を
費
や
し
、
昭
和
四
十
九
年
に
完

成
し
た
。
木
立
に
囲
ま
れ
た
朱
の
堂
棟
は
、

古
刹
を
も
感
じ
さ
せ
る
佇
ま
い
で
あ
る
。

ま
た
、
神
殿
も
矢
崎
氏
の
手
に
よ
る
も
の
。 

              

バージンチャペル 

上善の滝 

上善の滝と五重塔 

五 重 塔 

神 殿 
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●
御
大
典
記
念
林 

 

御
殿
山
山
頂
の
三
角
点
近
く
に
御
大
典

記
念
林
の
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
高
さ
は

一
ｍ
程
で 

 
 

南
多
摩
郡
堺
村 

 
 

 
 

大
正
四
年
四
月
植 

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
大
正
天
皇
の
植
樹
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

               

⑧
学
校
法
人

山
野
学
苑 

山
野
美
容
芸
術
短
期
大
学 

八
王
子
市
鑓
水
五
三
〇 

●
初
代
学
長
山
野
愛
子
氏 

 

明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
東
京
に

生
ま
れ
る
。
美
容
家
の
草
分
け
と
し
て
永

年
に
渡
り
、
国
内
外
の
美
容
業
界
の
発
展

向
上
と
後
進
の
育
成
に
人
力
。
昭
和
五
十

五
年
（
一
八
九
○
）
、
女
性
初
勲
三
等
瑞
宝

章
を
受
章
。
平
成
四
年
（
一
九
九
三
）
に
、

山
野
美
容
芸
術
短
期
大
学
を
設
立
、
初
代

学
長
に
就
任
。
生
涯
を
山
野
グ
ル
ー
プ
創

始
者
と
し
て
、
日
本
美
容
界
の
パ
イ
オ
ニ

ア
と
し
て
献
身
し
た
。
一
九
九
五
年
逝
去
。 

        

            

●
山
野
学
苑
の
歩
み 

・
昭
和
九
年
（
一
五
三
四
） 

山
野
美
容
講
習
所
開
設 

・
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
） 

国
際
山
野
高
等
美
容
学
院
開
校 

・
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
） 

専
修
学
校
認
可
に
伴
い
、
山
野
美
容

専
門
学
校
に
校
名
変
更 

・
平
成
四
年
（
一
九
九
二
） 

山
野
美
容
芸
術
短
期
大
学
開
学 

 

御殿山峠の三角点 御大典記念林 

初代校長山野愛子 

山野美容芸術短期大学のシンボル 
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・
平
成
十
年
（
一
九
九
八
） 

山
野
日
本
語
学
校
開
校 

・
平
成
十
五
年
（
二
○
○
三
） 

山
野
医
療
専
門
学
校
開
校 

・
平
成
二
十
三
年
（
二
○
一
一
） 

従
来
の
学
科
を
改
組
・
左
記
を
開
設 

美
容
総
合
学
科 

美
容
デ
ザ
イ
ン
専
攻 

総
合
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
専
攻 

国
際
美
容
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
専
攻 

              

                       

●
愛
治
庵 

庵
の
由
来
は
、
山
野
美
容
芸
術
短
期
大

学
の
初
代
学
長
と
山
野
治
一
総
長
の
名
か

ら
取
っ
た
も
の
。
「
愛
を
も
っ
て
治
め
る
」

こ
と
か
ら
「
愛
治
庵
」
と
命
名
さ
れ
た
。 

 

庵
の
建
物
は
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五

七
）
、
今
日
庵
東
京
研
修
道
場
と
し
て
、
裏

千
家
第
十
四
代
淡
々
斎
宗
匠
に
よ
り
建
築

さ
れ
た
も
の
。
当
初
は
、
千
代
田
区
二
番

町
に
あ
っ
た
が
、
平
成
八
年
、
山
野
学
苑

に
寄
贈
さ
れ
た
。
平
成
十
一
年
、
現
在
の

敷
地
内
に
移
築
再
建
さ
れ
た
も
の
。
庵
の

内
部
は
、
第
八
代
又
玄
斎
宗
匠
ゆ
か
り
の

「
梅
庵
」
な
ど
、
数
々
の
由
緒
あ
る
茶
室

が
配
置
さ
れ
、
建
造
物
と
し
て
も
貴
重
。 

        

愛治庵額 

愛 治 庵 

山野美容芸術短期大学校舎 

ヘアーカット 
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⑨
社
会
福
祉
法
人

多
摩
養
育
園 

八
王
子
市
八
木
町
八
❘
十
一
光
明
ビ
ル 

 昭
和
二
十
年
八
月
二
日
八
王
子
市 

空
襲
で
、
八
木
町
に
あ
っ
た
雲
龍
寺
が

焼
失
し
た
。
住
職
の
足
利
正
明
氏
は
、

同
月
復
興
し
た
本
堂
を
戦
災
孤
児
や
子

供
達
の
無
料
託
児
所
と
し
て
解
放
し
た

の
が
原
点
と
な
り
、
昭
和
二
十
八
年
に

社
会
福
祉
法
人
多
摩
養
育
園
を
設
立
。

現
在
、
保
育
所
、
高
齢
者
施
設
、
障
害

者
施
設
、
救
護
施
設
な
ど
、
指
定
管
理

四
施
設
を
含
む
十
八
施
設
を
運
営
し
て

い
る
。 

鑓
水
の
養
育
園
（
八
王
子
市
鑓
水
四

二
八
）
は
、
救
護
施
設
「
光
華
寮
」
と

し
て
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
○
）
七

月
開
設
。
平
成
二
十
五
年
二
月
に
光
華

生
活
棟
、
同
年
六
月
に
ふ
れ
あ
い
館
が

落
成
。
改
築
を
契
機
に
施
設
名
を
改
名
。

併
せ
て
同
敷
地
内
に
あ
る
三
施
設
を
総

称
し
て
「
鑓
水
の
里
」
と
命
名
。
敷
地

内
に
は
、
神
仏
習
合
の
正
山
寺
金
銀
稲

荷
社
や
学
生
地
蔵
尊
、
梵
鐘
、
詩
文
の

石
碑
、
石
仏
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。 

                      

●
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
詩
碑 

巽
聖
歌
が
作
っ
た
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
詩

の
石
碑
は
昭
和
三
十
九
年
に
多
摩
養
育
園

の
庭
に
建
立
さ
れ
た
。 

                   
多摩養育園 

正山寺金銀稲荷社 

コロボックの詩碑 
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石
碑
の
背
面
に
「
北
海
道
広
尾
町
の
高

野
万
千
子
、
多
摩
養
育
園
の
友
人
た
ち
と

老
人
の
力
を
か
り
て
、
子
供
た
ち
に
平
和

と
夢
と
憩
い
を
あ
げ
よ
う
と
、
こ
の
丘
に

こ
の
碑
を
建
つ
。
」
と
あ
る
。 

 

●
巽

た
つ
み

聖
歌

せ

い

か 

本
名
野
村
七
蔵
。
岩
手
県
紫
波
郡
日
詰

町
（
現
在
の
紫
波
町
）
出
身
。
童
謡
「
た

き
び
」
の
作
詞
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
童

謡
雑
誌
「
赤
い
鳥
十
月
号
」
に
巽
聖
歌
の

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
発
表
し
た
詩
（
少
年
詩
）

「
水
口
」
が
北
原
白
秋
に
絶
賛
さ
れ
、
同

誌
の
常
連
投
稿
者
と
な
る
。
童
謡
・
少
年

詩
・
近
代
短
歌
の
歴
史
の
上
に
業
績
を
残

し
た
。
昭
和
十
六
年
、
第
二
回
児
童
文
化

賞
受
賞
。
出
身
地
で
あ
る
紫
波
町
立
日
詰

小
学
校
の
校
歌
を
は
じ
め
、
八
王
子
市
立

由
木
小
学
校
の
校
歌
な
ど
、
全
国
的
に
多

く
の
校
歌
の
作
詞
を
し
て
い
る
。 

 
       

●
や
さ
し
い
コ
ッ
ク
ス
先
生 

イ
ギ
リ
ス
人
、
ロ
ン
ド
ン
に
生
ま
れ
る
。

明
治
九
年
、
明
治
政
府
の
お
雇
い
外
国
人

と
し
て
来
日
し
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ダ
グ
ラ

ス
・
コ
ッ
ク
ス
の
長
男
ポ
ー
ル
・
コ
ッ
ク

ス
で
あ
る
。
大
正
六
年
か
ら
南
浅
川
の
白

山
橋
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
。
夕
方
に
子

犬
を
連
れ
て
高
尾
山
の
麓
を
よ
く
散
歩
し

「
や
さ
し
い
コ
ッ
ク
ス
さ
ん
」
の
愛
称
で

町
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
た
。 

彼
は
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
親
子
三
人

で
、
わ
が
国
の
大
学
、
高
校
な
ど
で
英
文

学
や
英
語
教
育
に
貢
献
し
て
い
た
。
東
京

商
船
学
校
や
慶
應
義
塾
普
通
部
な
ど
で
英

語
を
教
え
、
高
尾
に
住
ん
で
か
ら
府
立
第

二
商
業
学
校
の
英
語
講
師
（
嘱
託
）
と
な

る
。
昭
和
十
九
年
の
第
二
次
世
界
大
戦
末

期
に
強
制
退
居
を
命
じ
ら
れ
、
翌
年
春
横

浜
港
か
ら
船
で
送
還
さ
れ
る
途
中
、
病
死

し
た
。 

昭
和
三
十
二
年
昭
和
女
子
大
学
近
代

文
学
研
究
生
や
三
多
摩
の
有
志
ら
で
建
て

れ 

コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
ふ
き
の
下
の
神
さ
ま 

こ
ど
も
の
す
る
こ
と
じ
い
っ
と 

ふ
き
の
下
か
ら 

見
て
ご
ざ
ら
っ
し
ゃ
っ
た
げ
な 

コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
こ
び
と
だ
か
ら 

両
手
を
ひ
ざ
に
お
い
て 

目
ば
か
り
ぎ
ょ
ろ
っ
と 

見
て
ご
ざ
ら
っ
し
ゃ
っ
た
げ
な 

コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
こ
ど
も
の
神
さ
ま 

だ
か
ら
お
と
な
の
ア
イ
ヌ
が
い
じ
わ
る

し
た
と
き 

お
こ
っ
て
ぷ
い
っ
と
ど
こ
か
へ
い
っ
て

し
ま
わ
っ
し
ゃ
っ
た
げ
な 

コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
こ
ど
も
の
神
さ
ま 

ど
こ
か
へ
い
っ
て
し
ま
っ
た
あ
と
に
は

遠
く
木
々
の
こ
ず
ゑ
だ
け 

 

ざ
わ
っ
と
光
っ
て
お
っ
た
げ
な 

巽 

聖
歌 

巽 聖 歌 



17 
 

た
英
人
コ
ッ
ク
ス
親
子
の
記
念
碑
が
多
摩 

養
育
園
の
庭
に
建
て
ら
れ
た
。 

          

 

           

                       

た
ゆ
み
な
く
近
代
文
学
を
移
植
し 

魂
乃
あ
け
ぼ
の
を
も
た
ら
し
た 

コ
ッ
ク
ス
親
子
三
人 

日
本
の
平
和
と
幸
福
を 

と
こ
し
え
に
祈
り
つ
づ
け 

こ
の
國
土
に
眠
る
コ
ッ
ク
ス
親
子
三
人 

志
あ
る
も
の
そ
の
徳
を
慕
い 

み
霊
を
な
ぐ
さ
め
よ
う
と 

石
ぶ
み
を
建
つ
こ
の
丘
に 

あ
ゝ
魂
は
か
お
る 

コ
ッ
ク
ス
親
子
三
人 

コックス親子三人の記念碑の内容 

コ  奥：コックス碑 中央：観音様 
手前：万葉の鹿碑の歌 

ウイリアム・ダグラス・
コックス 
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⑩
学
校
法
人

片
柳
学
園 

 
 

 
 

 
 

八
王
子
市
片
倉
一
四
〇
四
❘
一 

 

東
京
工
科
大
学
、
産
官
学
共
同
の
研
究

機
関
と
し
て
近
年
開
設
さ
れ
た
片
柳
研
究

所
、
日
本
工
学
院
専
門
学
校
、
日
本
工
学

院
八
王
子
専
門
学
校
、
日
本
工
学
院
北
海

道
専
門
学
校
を
有
す
る
法
人
。 

 

●
東
京
工
科
大
学
の
主
な
歩
み 

・
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
） 

創
美
学
園
開
設 

・
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
） 

日
本
テ
レ
ビ
技
術
学
校
設
立 

・
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
） 

日
本
工
学
院
専
門
学
校
と
改
称 

・
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
） 

 
 

北
海
道
校
開
校 

・
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
） 

東
京
工
科
大
学
開
学 

・
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
） 

日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校
開
校 

・
平
成
五
年
（
一
九
九
三
） 

大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
（
シ

ス
テ
ム
電
子
工
学
専
攻
）
設
置 

・
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
） 

メ
デ
ィ
ア
学
部
設
置
（
日
本
初
） 

・
平
成
十
五
年
（
二
○
○
三
） 

片
柳
研
究
所
棟
を
落
成 

・
平
成
二
十
二
年
（
二
○
一
○
） 

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
外
観
デ
ザ
イ
ン
学 

部
、
医
療
保
健
学
部
設
置 

・
平
成
二
十
五
年
（
二
○
一
三
） 

臨
床
検
査
学
科
新
設 

 

●
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
部 

 

専
門
的
な
知
識
と
人
と
し
て
の
基
礎
力

を
高
め
る
実
学
主
義
と
先
進
性
を
柱
に
人

材
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。 

 

・
メ
デ
ィ
ア
学
部 

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
教
育
の
パ
イ
オ
ニ

ア
。
最
先
端
の
メ
デ
ィ
ア
社
会
を
創
る 

 

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
学
部 

最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
実
学
で
現
代
社
会
の
発

展
を
リ
ー
ド 

・
応
用
生
物
学
部 

農
学
・
理
学
・
工
学
を
融
合
し
た
バ
イ
オ

技
術
で
地
球
規
模
の
問
題
解
決
に
挑
む
人

材
の
育
成 

 

・
バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科 

 
 

バ
イ
オ
ニ
ク
ス
専
攻 

 
 

メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻 

 
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻 

 
 

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
専
攻 

 

万     
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●
片
柳
研
究
所 

 

二
十
一
世
紀
の
様
々
な
課
題
に
応
え
る

卓
越
し
た
研
究
活
動
の
推
進
と
、
次
世
代

を
リ
ー
ド
す
る
高
度
な
技
術
者
の
人
材
育

成
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
研
究
施

設
と
し
て
は
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
バ
イ
オ
ナ
ノ
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
、

電
界
放
出
形
透
過
電
子
顕
微
鏡
等
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
最
先
端
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。 

本
研
究
棟
内
に
は
独
立
行
政
法
人
「
産
業

技
術
総
合
研
究
所
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

             
●
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校 

 

日
本
工
学
院
は
、
「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
」

「
デ
ザ
イ
ン
」「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」「
Ｉ
Ｔ
」

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」「
医
療
」「
ス
ポ
ー
ツ
」

の
七
つ
の
カ
レ
ッ
ジ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
教
育
理
念
の
も
と
、
質
の
高
い

専
門
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
社

会
に
出
る
為
の
就
職
力
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
ト

を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
織
り
込
ん
で
い
る
な

ど
充
実
し
た
体
制
を
と
っ
て
い
る
。 

                        

空から見たキャンパス全景 

カスケードより片柳研修所を望む 

日本庭園 第二厚生棟 
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◎
参
考
資
料 

・
「
明
治
・
大
正
の
頃
の
相
原
」 

・
「
多
摩
養
育
園
資
料
」 

・
「
八
王
子
の
歴
史
」 

・
「
八
王
子
発
見
」 

・
「
八
王
子 

寺
院
め
ぐ
り
」 

・
「
都
立
二
商 

七
〇
年
の
あ
ゆ
み
」 

・
「
八
王
子
・
日
野
今
昔
写
真
帖
」 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

・
「
多
摩
丘
陵
に
残
る
相
原
の
御
殿
峠
古
道
」 

・「
善
寧
児
先
生
碑
と
文
化
財
建
造
物
群
を
歩

こ
う
」 

・
「
八
王
子
散
歩
見
聞
録
」 

・
「
山
野
美
容
芸
術
短
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」 

・
「
Ｗ
ｅ
ｂ
八
王
子
辞
典
」 

・
「
町
田
市
の
神
社
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